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研 究 主 題

r臭践的 コミュニケーシ ョン能力を身につけさせるための揃導注の工夫」

1主 題股定の理由と研究のね らい

1主 題 設 定 の 理 由

21世 紀初めの英語教育のキーワー ドのひとつは、実践的 コミュニケーシ ョン能 力の育成 で

あると考 える。 これか らの国際社会 に生きる 日本人には、国際的に通用す る発信型のコ ミュニ

ケーション能力 と積極的 にコミュニケーシ ョンを図ろ うとする態度が求め られ る。その基礎基

本 を身につけさせる ことが、中学校の英語教育の役割である。 日々の授業の中で実践的 コミュ

ニケー ション能力を どのよ うに して身 につけさせてい くか について、その指導法の工夫 を研究

の柱 とした。

2研 究 の ね らい

本研究では、実践的コミュニケーシ ョン能力を、実際 に英語 を言葉 として使 う場面で 、相手

の意 向や考えな どを理解 し、自分の考 えを適 切に相手 に伝える ことができる能力 として とらえ

た。特 に音声によるコミュニケー ションを重視 し、4技 能の中で 「話す こと」 に焦点 をあて、

指導法の工夫につ いて2つ の側面か ら考 えてみる ことに した。ひとつは発話 に必要な言語材料

を習得(イ ンプ ッ ト)さ せ る指導法の工夫、 もうひとつは、具体的 に場面 ・状況、条件 を設定

す ることによって、自 ら考 え表現する力(ア ウ トプ ッ ト)を 高める指導法の工夫である。 この

両者の関連 を検討 しなが ら、それぞれの指導法の工夫 につ いて研究 を行 う。

ll研 究の構想

〈学 習 指 導 要 く研 究 主 題》

領 の 目標 〉 実 践 的 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン能 力 を 身 に っ け させ る

た め の指 導 の工 夫

〈期待 す る生 徒像 ・ね らい〉

自分 の 考 えや 気持 ち、惰 級 な ど伝 え たい こ

とを話 す こ とが で き る力 を 身 にっ け させ る

く生 徒 の …幌 状 》

i実態 ・課 是a

〈方 法 〉

発 循 に必 宴 な 書 語材 料(語 ・適 語 ・慣 用 表 現 ・文法 ・目常 表現)

を 使 って効 果 的 な練 習 をす る.

2.そ の 奮語 材料 を活用 し、 実 際 的 に蝿 話 す る場 面 を股 け る 。

〈箪1分 科 会 の 主題(受 侶 …知 識)〉

発 話 に っ な が る甘 語 材 料 を 習 得 させ る指

導 の 工夫

〈第2分 科 会 の 主 題(発 侶)… 活用 〉

呉 体 的に 発 話 す る場 面 ・状 況 を 設 定す

る こ とに よ っ て 、 生 徒 の 自 ら考 え 、 表

現 す る力 を 身 にっ け させ る指 導 の 工 夫
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111第1分 科会

研 究 主 題

発話につながる貫皓材斜を習得させる指導の工夫

1主 題股定の理由と研究のねらい

(1)主 題設 定の理 由

学習指導要領の中学校外国語科 の目標 に 「外 国語 を通 じて、言語や文化 に対す る理解 を

深 め、積極的 にコミュニケー シ ョンを図ろ うとす る態度 の育成 を図 り、聞 くことや話す こ

とな どの実践的 コミュニケー ション能 力の基礎 を養 う」 とあ るように、今 日実際 に英語 を

運用 し、 日常的な会話や簡単な情報 の交換な どができる能力の育成が求め られて いる。

実際に英語 を運用 し、 自分 の考えや気持ち、情報な ど伝 えたい ことを話 した り聞いた り

す る ことができる能 力の育成 のためには、 「実際 に言語 を使用 して互 いの気持 ちや考 えを

伝 え合 う活動」や 「具体 的な場面や状況 に合 った適切な表現 を自ら考えての活動」 といっ

た言語活動が大切 とな って くる。そ して、 このような言語活動が効果的 に行われるために

は、発話 に必 要な語や連語等の習得(以 下 に示す 「イ ンプ ッ ト」 も同義 とす る)の 量が重

要 とな る。発話 に必要な語や連語等の習得 は、 このような意 味で上記 の目標達成 に寄与す

る ところが大 きい と考 える。

そ こで、英 語の授業 にお ける発話 につながる言語材料 を習得 させる指導 につ いて、実践

上 の課題 を明 らか に し、指導内容、指導方法等の工夫の在 り方 を探 るこ とが大 切である と

考え、 この主題 を設定 した。

(2)研 究のね らい

中学校学習指導要領 の第2章 、第9節 、第2-2(3)に おいて、言語材料 として 「音声」、

「文字及び符号 」、「語 、連語及び慣 用表現」、 「文法事項 」の4つ が掲 げ られて いる。 この

うち実践 的コミュニケーシ ョン能力の基礎の育成を 目指 した指導 を進めるにあた り、特 に

発話 に直接つなが る言語材料 として 「語、連語及び慣用表現」の習得の量が大切で あると

考 えた。 自分 の考えや気持 ち、情報などを相手 に伝えようと思って も、伝 えるのに必要 と

なる語や連語等が十 分 に習得 されて いな けれ ば発話 にはつなが っていかない。発話につな

がる語や連語等 の習得 の量 を増やす ことが、意欲的な発話 を促す ことにつながってい く。

そ こで、次 の2点 を第1分 科会では研究のね らい とした。

① 入 門期の語 ・連語等 を習得させる指導 を工夫す る。

② 普段の授業 にお ける継続的な取 り組みの工夫 をす る。
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2研 究の方法

(1)文 献研 究

語や連語等の習得の指導に関す る資料 を文献やインターネッ トな どで調べた。

(2)教 科書で用いている語の分析

現行 の平成9年 度版教科書(第1学 年用)に ついて、入門期(本 研究で は第3課 まで)

に扱っている語を集計 し、観点を定め分析 した。

(3)授 業研究

発話 につながる語 ・連語等を習得 させ る指導 について、①入 門期 における語や連語等 を

習得させ る指導 の工夫 と、②普段の授業で継続的に行 う取 り組み の工夫に分 けて、授業を

通 して研究を行った。

3研 究の内審

(1)入 門期の語 ・連語の習得(イ ンプ ッ ト)の 指導の工夫

第1学 年 の指導 は、その後 の英語学習 に対す る興味 ・関心 を大き く左右す る大 切な時

期で ある。その中で も、中学校 の授業 として初 めて英語 に接する こととなる1学 期最初

の頃の指導、すなわち入門期 の指導は特 に重要である。

この時期 の語や連語等の指導 は、その後の教科書の各課 の本文の導入、文法事項 の練

習や話す ことを重視す るコ ミュニケー ションの活動(以 下 「コミュニケー ション活動」

とする)に 必要 と予想され る語や連語等 を中心に行われ ることが一般的で あると考 える。

入門期 にいか にその後の学習 に必要 とされ る語や連語等 を習得させたかが、その後の学

習活動を大 きく左右す ることとな るのである。そ こで、 この入門期の語 ・連語等の習得

(イ ンプ ッ ト)の 指導 の工夫が大切である と考 えて研 究をすすめた。

ア 入門期 に習得 させたい語 、連語

入門期 に習得させたい語や連語等には、 どのよ うなものがあるのか、発話 につなが

る語や連語 として習得させ たいものは、どのよ うな ものなのかにっいて、まず現行の

平成9年 度版教科書(第1学 年用)の 第3課 まで に生徒が学習す る語等 に着 目 した。

本研究で は第3課 まで を入門期 と位 置づけて いる。
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(ア)各 教科書で取 り扱われる語の数

第1学 年 用教科 書で第3課 まで

に掲載 され て い る語 の数 は、最 も

少な いもので103語 、最 も多 いもの

で272語 であ り、そ の差は16g語 と

かな りの違 いが見 られ た。 また、

7社 で取 り扱 われ て いる単語 の数

は平均す ると147語 であった。 この

数の 差 の多 くは 、取 り扱 われ る名

詞 の数 の差 に よる と ころが大 きか

った。(図1)

社

社

社

社

社

社

社

A

B

C

D

E

F

G

(イ)品 詞 別 の 単語 数

各 教 科 書 で 第3課 まで に掲 載 され て い る語 の 品詞 別 の 数 を調 査 した と ころ 、表1の

結果 が 得 られ た 。こ こで は、そ れぞ れ の語 を名 詞(n)、 形 容詞(a(ij)、動 詞(v)、 副 詞(adv)、

前 置 詞(prep)、 代 名 詞(prop)、 間 投 詞(int)、 接 続 詞(conj)、 冠 詞(art)、 助 動 詞(aux)の

10種 類 に分 類 し、加 えてisn'tの よ うな 否 定 の 形 の短 縮 形(cont)も 加 え て全11種 類 で分

類 を した。

表1の よ う に取 り扱 い総 語 【表1】

数475語 の 内 、名 詞 の しめ る

割 合 の 高 さ(全 体 の62.6%)

が 目立 っ て い る。 これ は 、入

門期 にお け る語 の指 導 に お い

て名 詞 の 重 要性 を示 して い る。

しか しな が ら、 全 社 の 教 科 書

で取 り扱 わ れ て い る名 詞 の数

は3語 で 、 全297語 中177語

(59.7%)が1社 のみ の 取 り扱

い とい う結 果 が 出 た。 また 、

各 名詞 を調 べ て み る と自分 を

中 心 と した 身 の 回 りの こ とが

らを表 現 す る語 が 多 い こ と に

気 が つ く。 これ は 、第1学 年

品詞
語

数

取 り扱い教科書数

7 6 5 4 3 2 1

名 詞 297 3 5 6 18 32 56 177

形容詞 50 2 1 0 2 5 12 28

動 詞 48 3 4 2 5 6 8 20

副 詞 17 2 3 0 0 6 1 5

前置詞 16 1 2 0 1 3 2 7

代名詞 16 4 2 2 2 2 3 1

間投詞 9 0 2 1 0 2 1 3

接続詞 3 0 1 0 0 0 1 1

冠 詞 3 1 1 0 1 0 0 0

助動詞 2 0 0 0 1 0 0 1

短縮形 14 1 0 1 0 4 5 3

総語数 475 17 21 12 30 60 89 246
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が 自分 を主体 と して 自己紹介

や他 の人を紹 介す るこ とに入

門期 の指導の 中心が置 かれ て

いる ことによるもの と思 われ

る。(図2)

(ウ)全 ての教 科書で取 り扱われ

て いる語

全ての教科書で取 り扱われ

て いる語は、17語(全475語

の3.6%)で あった。それを

まとめた ものが表2で ある。

r

996)一

.4%)

4%)

.6%)

conk

int(1 .996)

(0.6%)

πa雌(o.s%) aux

n::i

ep

・三鱒'

V

(?Q;i96)

顯 6 696)
,.・㈱.繊 》..

品詞別単語数

aux(0.4%)

【表2】

名 詞(3語) book,morning,pen 前置詞(1語) to

形容詞(2語) fine,good, 代名詞(4語) 1,this,you,your

動 詞(3語) are,is,thank 冠 詞(1語) a

副 詞(2語) how,yes 短縮形(1語) 1'm

(エ)生 徒が 自己表現活動で使用 したいと思 っている語

入 門期は 「これ は英語で何て言 うのだろう、言ってみたい」 という気持ちが強 い。

この時期 にどのような語や連語 を習得 させ るかが重要で ある。でき るだけ多 くの語や

連語 をイ ンプ ッ トす ることは、 これか ら先の基礎的な運用能 力を伸ばす上で大切であ

る。 この段階では、 まず発音や綴 りが正確 にできることを目標 とするのではな く、興

味 をもって英語 を話 し、多 くの ことを表現 しよ うという生徒 の意欲を育てた い。

生徒が 自己表現活動で使用 したいと思 っている語 について諸資料を考察 し、以下の

ように分類 した。

① 教 室 の 中 に あ る も の

desk,chair,blackboard,clock,TV,eraser,CDplayer,window,curtain,door,

② 文 房 具 な ど

textbook,notebook,plasticsheet,pencilcase,triangle,protractor,

pen,eraser,ruler,pencil,highlighter,mechanicalpencil,feltpen,ball-pointpen,

③ 教 科 の 名 前

P.E.,English,Japanese,science,music,history,fineart,

④ 自 分 の 趣 味 ・好 き な こ と に つ い て

TVgame,singer,TVstar,fishing,shopping,
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⑤ 自 分 の 所 属 し て い る 部 活 動 に つ い て

baseball,football,basketball,brassband,teaceremony,tennis,volleyball,drama,

⑥ 家 族 を 表 す も の

mother,father,sister,brother,grandmother,grandfather,aunt,uncle,

⑦ 動 物 の 名 前

cat,dog,bud,fish,horse,zebra,sheep,koala,mouse,panda,

⑧ 曜 日 ・ 月 ・数 に 関 す る も の

Monday,Tuesday,June,July,one,two,eight,ten,

⑨ 日 本 語 に な っ て い る カ タ カ ナ 語

game,computer,mills,juice,coffee,tomato,potato,

以 上のように、生徒が身近 に感 じ表現 したい語 は多岐 にわた り教科書では触れ られてい

ないものも多 い。

イ 入門期 におけるイ ンプ ッ ト指導の実践例

(ア)ピ クチ ャー ・カー ドによる提示

入門期 には、できるだ け日本語の訳語 を示 さず、音声か ら単語 を導入す ることが望 ま

しい。 ピクチ ャー ・カー ドによる単語 の提示は効 果的である。具体的な絵 を示 し、語句

の意味 を確認 した上で、テ ンポよ く発 音させ ることがで きる。また 、実物がな くて も一

度 に多 くの語 を扱 うことがで きる。同 じ語 を毎時間 くり返 し扱 うことで、生徒 もだんだ

ん上手 に言えるようにな り、イ ンプ ッ トもよ り確かなもの になる。 同時 に少 しずつ語数

を増やす ことも大切である。生徒 に提示す るとき、未習語が連続す るよ りも、既習語 の

カー ドの中に数枚お きに未習語のカー ドを入れ ることで生徒がテ ンポよ く発音する こと

がで きる。

(イ)動 作 による提示

一般動詞の中で動作 を表す語 は、 ピクチ ャーカー ドで示す にとどま らず 、教師が動作

を具体的 に示 し、命令文 を使いなが ら、生徒にも同じ動作 をさせる ことが効果的である。

(指 導手順)① 教師が動作を示 しなが ら英語 を聞かせる。

② 生徒が教師の動作 を見て まね をす る。

③ 教師が話す英語 を聞いて生徒だけで動作 をす る。

(指 導 例)Standup.→Gototheblackboazd.→Stop・ →Takeapieceofchalk.

→Drawatriangle .→Putdownthechalk.→Gobacktoyourseat.→Sitdown.

(ウ)文 脈の中で語句の意味をとらえ させる

入 門期 とは言え、単語を羅列す るだ けでは生徒は飽きて しまう。単語 は文脈 を与える

ことで意味が明確 にな り理解 しやす くな る。また、 アルフ ァベ ッ トが満足 に書 けな くて
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も、英語 によるinteractionは 十分可能であ り、発話 の練習にな るよ うなアウ トプッ トを

経験 させることで、インプッ トはよ り確 かなもの になる と考え られ る。

例えば、月の名前が言え るよ うにな った時点で次のよ うなや りとりが 可能である。

TMybirthdayisJuly4th.Whenisyourbirthday?

S:(全 員)

T:WhowasbominJuly?(手 を あ げ さ せ る 動 作 を す る)

S:(7月 生 ま れ の 生 徒 が 手 を あ げ る)

TYourbirthdayisinJuly,right?

Sl:Yes...

T:Howaboutyou,(S2)?

S2:December.

入門期 にWhenis...?の ような言語材料は未習で あるが 、教師 の身ぶ りや 表情 、birthday

(バー スデー)の よ うな語 を手がか りに、teachertalkの意味 を類推す る ことが可能である。

このよ うな対話 を行 うことで、生徒 は英語 によるコミュニケー ションが成 立 した喜びを

味わ うことがで き、次の学習への動機づ けにもな る。

このよ うに、音声 によるイ ンプ ッ トをできるだ け多 く与えることで、そ の後 の活動に

お いてスムーズな発話につな げてい くことができると考える。

(2)普 段の授業における継続 的な取 り組み

ア イ ンプッ トを行 う指導 の場面

授業 の中で、生徒 に対 して語句のイ ンプッ トを行 う指導の場面は、主 に次のよ うなもの

があると考え られる。

①Warmup(授 業が始 まって最初の数分 間に行 う活 動)

(guesswork、 ゲーム的な活動。簡単 なQ&Aな ど。)

② 新 出文型 ・文法事項の 口頭導入 とその後 に行 うpatternpractice等 の 口頭練 習

③ 教科書本文の導入(oralintroduction)

(本文の内容 と新出語句等 を生徒 とQ&Aを 行 いなが ら、口頭で導入をす る。)

④ 教科書 を音読す る前 に行 う、語句の発音練習

.⑤ コミュニケーシ ョン活動に必要な語句や文 の発音練習

イ 語 句 のイ ンプ ッ トの 方 法

語 句 を 口頭 で 導 入 して習 得 させ る には 、 次 の よ うな 方 法 が考 え られ る 。

① 実 物 、絵 、 写 真 、動 作 な どを提 示 す る 。

② 英 語 に よ る言 い換 え をす る。 関連 す る 他 の語 句 との 対比 す る 。

(例)Peterismyuncle.Heismymother'sbrother.

③ 話 され る文 脈 によ って 類 推 させ る。
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(例)

④ 日本語 に よ る説 明 、 な い し訳語 を示 す 。

(例)important,need,lookforwazdto...な ど意 味 が抽 象 的 な語 句。

ウ インプ ッ トの種類

本研究では、従来か ら行 われて いる集中的なイ ンプッ トに加 えて、生徒が コミュニ ケー

ション活動 をスムーズ に行 えるように、事前に語や連語等 の習得 を目指 した継続 的なイ ン

プ ッ トを考えてみた。

(ア)継 続的なイ ンプ ッ ト

毎回の授業で く り返 し行われ るイ ンプ ッ トである。 コミュニケー ション活動 に必要

な語句等 を前 もって導入 し、短 い時間を使 って数時間に渡 りくり返 し練習をす る。 生

徒がそのコミュニケーシ ョン活動 を行 う時点で、使用す る語句に慣れ親 しんでいる状

態 を作 ることがね らいであ る。そ うす ることによって、生徒が活動そ のもの に注意 を

向けて、アウ トプッ トに集 中す ることがで きる。

例えば、「道案内」の活動 を行 う場合、straight,left,right,corner,bridge,trafficlights,bus

stop,station,infrontof_等 の多数の語 句を使用す る。教科書 によって は、そのほ とん ど

が新 出語 として扱われる場合 もある。使用す る語のほ とんどが新出語 として導入 され

た ら、生徒は語 句の理解だ けで精一杯 とな り、アウ トプッ トにつ なげることは難 しい。

しか し、数時 間前か らbingogame等 を通 して練習を くり返 しておけば生徒の負担 は軽

減 され、英語 で 「道案内」を行 う活動 自体 に集中 して取 り組む ことがで きる。

また、特定 の活動 を念頭に置かず に語句をイ ンプッ トす ることもできる。長期 的か

つ計画的、意 図的 にイ ンプ ッ トを行 うためにテーマ別 、品詞別、場面別等 に整理 して

イ ンプッ トした り、教科書で扱わない既習語句 と関連のある語句 を示す こともで きる。

この場合、教師 はこの先コ ミュニケー ション活動で使用す る可能性 のある語句を選定

して、イ ンプ ッ トを行 うことが大切である。

継続的なインプッ トを行 うには以下の方法が考え られ る。

・guesswork(絵 カ ー ド
、 小 道 具 等 を 使 っ た 活 動)

・bingogame
,crossword等 の ゲ ー ム 的 な 活 動

・リ ズ ム ト レ ー ニ ン グ 、chants歌

A

○ イ ン プ ッ トとは?

listeningやreadingに よ る発

話 に必 要 な 言 語 材料 の習 得

○ ア ウ トプ ッ トとは?

speakingやwritingに よ る 自

らの考 えの 表現 ・発 信
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(イ)集 中的なインプ ッ ト

継続的なイ ンプ ッ トに加えて、コミュニケー ション活動等のアウ トプ ッ トを行 う直前

に、それ に必要な語句のイ ンプ ッ トを集 中 して行 う場合 もある。 ここでは、生徒がその

直後の活動 において、スムーズなアウ トプ ットにつながるように必要な語 句が 口慣 らし

で きていることが大切で ある。

教科 書の内容理解や音読 の直前に新出語 句の練習を してイ ンプ ッ トを行 うが、 コミュ

ニケーシ ョン活動において も、同様 のイ ンプッ トが必要である。生徒 にいろいろな こと

を言わせようと、 ワー クシー ト等に、wordboxと 称 して関連語 句を多数提示す る場合

が ある。 「言いたい時 が知 りたい時」で あ り、コ ミュニケー シ ョン活動時 は、語 句を導

入す る絶好 の機会である。 しか し、機械的な発音練習だけを行 って、活動を始めて も多

くの生徒が、wordbOXの 語句 を読むことに負担を感 じ、アウ トプ ッ トどころではな く

なって しまう。そ こで、集 中的なイ ンプッ トには以下のよ うな工夫をす る必要があると

考 え られ る。

・生徒の理解 を支援す る絵や写真 をハ ン ドアウ トに載せ る。

・未習語句の数 をできるだけ少な くす る。

・未習語句は既習語句 と対比 しやすいものを提示す る。

・基本文、モデル対話文等 との関連 にお いて練 習させ る。

・コミュニケ ーシ ョン活動 に入る前 に十分な準備、練 習を段階を踏んで行わせ る。

例:① 基本 文、モデル対話文の提示

→② 語 句の提示、 口頭練習(既 習語句の復習 ・新出語句の提示)

→③ 新出文型 に関連させた練習(patternpractice等)

→④ コミュニケーシ ョン活動

(3)イ ンプッ ト指導の実践事例

【イ ンプ ッ ト指 導 の 実 践事 例 ① 】"BattleShipGame"

〈ね らい〉

①like,enjoy,practice,playの 使 い方 に慣 れ 親 し ませ る。

② 積 極 的 に発 話 させ る。

〈展開例〉

①5×5マ スの罫線 のみ書かれた用紙 を配布 する。 〔表1を 罫線のみで。〕

② 今後 のコミュニケー ション活動で活用 したい語 いや連語、文法事項 などを適宜

用意 し、下記のよ うに板書をす る。(今 回は例 として一般動詞 を用 いた表現を取

り上 げた。)

③ 生徒は板書 と同 じように英語を各 自の表 に記入する。〔表1〕
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〔表1〕

SOCCeI volleyball
●

tennis baseball

Ilike

Ienjoy

Ipractice

Iplay

④ 生徒 は各々、好 きなマスを選び、船の絵 を3つ 描 く。 〔表2〕

⑤ ゲーム に入る前 に、十分に 口頭練習を してお く。

(例)IIikesoccer.Ienjoyvolleyball.

⑥ あ らか じめ用意 した生徒名 を記入 してあ るカー ドを用 いて に生徒を次々指名 し

てい く。指名された生徒は、 自分の船が描かれて いない ところで、Iliketennis.等

と発言 してい く。

⑦ 教師は生徒の発 言を確 認 しなが ら、黒板の表で該 当す る枠 を×で消 して いく。

〔表2〕

SOCCCr vo皿eyba皿
・

tennis baseba皿

Ilike x
Ienjoy 壱
Ipractice

¥3/一 壱
IPIay

⑧ 生徒は リスニングと板 書で確認 しなが ら、同 じよ うに ×で 自分のマス を一つず

つ消 してい く。

⑨ 最後の1マ スまで これを続 け、最後 まで勝ち残 った船が あった生徒が 「勝ち」

となる。

〈留意点〉

・提示する語句 の意味の確 認を行 う。

・生徒が 自信 をもって発話 できるよ うに、.発音練習 を しっか り行 う。

・そ の後のコミュニケー ション活動で使用する語 を選定 して行 う
。

【イ ンプッ ト指導の実践事例②】"GuessWork"(授 業 のウォームア ップの取 り組み)

授業の最初 の数分間は、 ウォームアップとして使われる時 間で もあるが、繰 り返 しイ ン

プッ トを行 うことによって、 自然な英語 に慣れ親 しませる ことがで きる と考え る。ゲーム

的な活動、teachertalkを た くさん使用す るな ど、 じっくりと考 えさせ る時間はな いが、繰

り返 し英語 を使用す る場面 を取 り入れる ことによって、発話がスム ーズにな ってい く。 こ

こでは、guessworkの 事例をあげる。

相手に色 々な単語や文を言 って、連想させ、答えとな る単語を引き出させるゲーム的な

活動である。
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〈ね らい〉

① 実際の発話 を通 してインプッ トをよ り確かな もの にす る。

②Whatisthis?な どの簡単 な表現ができるよ うにす る。

〈展開例〉

① ペ アを作 り、1人 が黒板の方 を向き、もう1人 は相手に向かい合 うように立っ。

② 黒板 を向いて いる生徒は、教師が黒板 に書いた単語 を確認 し、その単語 を相手

に言わせるよ うに ヒン トになる単語を言 う。

③ ヒン トの単語 を聞いて、相手の生徒 は答え る。

④ 慣れて きた ら、単語だ けでな く、英文 を使用 して もよいことにす る。

⑤2問 ずつ交互にや り終 えた ら、終了す る。

(例) S1:Animal.

S2:Cat?

S1:No.Big.

S2:Elephant?

Sl:No.China.

S2:Panda?

Sl:That'sright.

上記のよ うな対話 を教師 と生徒で行 うこともで きる。

〈留意点〉

・日本語 を使わないで活動 させ る。

・ある程度、語 いが増 えて きた段階で行 う。また生徒がそ の語 のイ メージ をもちや

す いよ うに、 ジ ャンル をしぼって行 う ことが効 果的で ある。(動 物 ・植物 ・学校

・スポ ーツ等)

・動詞 ・形容詞 ・名詞 というように品詞別 にゲ ームをや るとわか りやすい。

・英語で表現できない単語がある場合には、教師が支援す る。

・初め はお も しろが ってや って いるが、だんだん慣 れて くる と興味 を示 さな くな っ

て くるので、いろいろな語いを与えた り、「○○ は英語で何 というのか?」 な ど、

生徒が疑問 に思った ことを助言す る。

〈結 果〉

・生徒一 人一人が発話できる単語や理解 できる単語の量が増えてきた。

・WHATAMI?や ジェスチ ャーゲーム等 の活動 に結びつけることができた。
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IY第2分 科会

研 究 主 題

具体的に莞話する場面 ・状況、条件を設定することによって、自ら青え、

表現するカを身につけさせる指導の工夫

1主 ■股定の瑠由と研究のねらい

(1)主 題股定の理由

実践的なコミュニ ケーション能力の育成 を目指す英語の授業を展開 していくため には、基

礎基本の定着 を図 りなが ら自分や まわ りの ことを適 切に表現す る力の育成が必要である と考

える。 どの学校 にお いても指導案 を工夫 し、生徒の実態にあわせたよ り効果的な取 り組 みが

な され、生徒の実践的なコミュニケー ション能 力を育成す るのには何が大切で、 どのよ うに

活動 させた らよいのかが検討 され実践 されている。

しか しなが ら、生徒 の中には基本文は理解 した り表現で きても、それが具体的な場面 にな

る と 「何 をどのよ うに表現 した ら良いのか」 「次に何 と言えば良いのだろうか」 と戸惑 う生徒

がいるのも実情である。

その理 由にはいくつか考え られ るが、基礎基本が定着 していな いということや、語いや連

語および関連表現の不足 といった理 由の他に、次のような理 由が考え られる。

・ 今、 自分のいる場面、状況がつかめていない

・ 相手の気持ちなどが理解できていない

・ どのように相手に言えば自分の考えや意見を伝え られるかが分か らない

そ こで第2分 科会で は、実践的 コミュニケー ション活動 を展開する上で配慮すべき ことは

何かに着 目し、よ り効果的 に話す ことに焦点をあてた言語活動 を展開す るためには具体的 に

発話する場面 ・状況、条件 を設定することが大切であると考えた。それによ り生徒が自ら考

え適 切に表現する力を身 にっけて いくことができると考える。考えて発話 しな けれ ばな らな

いよ うな場面 ・状況、条件を設定 した り、発話の 目的 を意識 させた り、 さらに会話 を続 けさ

せた りするための指導の工夫が生徒の実践 的なコミュニケー ション能力を育成す る上で重要

であると考 え、この主題 を設定 した。

(2)研 究のねらい

① 具体的な場面 ・状況、条件(相 づちを必ず入れるなど)を 設定する。

② 自ら考え、表現する活動を通 して、生徒 の考えや意見を引き出す指導法 を工夫する。

③ 様 々なコミュニケー ションを豊かにする活動で生徒の発話を増や した り、会話 を発展 さ

せた りす る指導法の工夫 をす る。
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2研 究の方法

(1)文 献研究

様々な指導案か ら、言語活動の方法や 内容を調べた。様々な種類の活動や工夫 の仕方が

あることを確認 した。

(2)授 業研究

授業研究 を通 して、習得 した英語 を用 いて 自ら考え表現す る力を身 につ けさせるた めの

指導法の工夫を図った。

3研 究の内唇

(1)具 体的に発話する場面 ・状況、条件 を設定することとは何か

生徒が基本的な英語 を用いてい くつかの使 い方 の練習をする際、生徒は導入の段階で教

師や視聴覚機器のあとにつ いて繰 り返 して覚えていくことが多い。

第1学 年の1学 期 について一例を示す。

Ilikebaseball.

DoyouIikebaseball?Yes,Ido./No,Idon't.

Idon'tlikebaseball.llikesoccerverymuch.

以上のように展開 し、話題 の条件を 「スポーツ」か ら 「食べ物」へ と替えることによ り、

表現が広が りさらに定着を容易にしてい く。

一方、実際のコミュニ ケー ションにお いては、 さらに複雑な流れが生 じる ことがある。

例えば、Doyouhaveapen?が ただ単 に 「ペ ンを持っていますか」だけでな く 「ペ ンを

貸 して くれませんか」や 「今、ペ ンを拾 ったが、あなたのですか」 という場面 ・状況で も

使われるように、Ilikebaseball.Doyoulikebaseball?と いう発話は状況 によってはた

だ単 に 「好きか嫌いか」を尋ねているのではな く、「一緒 に野球 をしないか と誘 っている」

場面 にも使われる。

以上のように簡単な表現(こ の例では、Doyoulike...?Doyouhave...?)が 理解でき

て、 この疑問文がある程度使 うことがで きても、場面 ・状況、相手と自分の立場 を把握 し

ていないと活用は困難 となることが理解できる。

場面 ・状況、条件 を設定する ことによ り、生徒はその場で使われ るべき会話が推測でき

るようになる。また、相手の立場 と自分の立場 を意識す ることができるので、考 え工夫 し

て何 とか発話の 目的を果たそ うという気持ちにっながると考える。

(2)自 ら考え、表現する力とは何か
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ア 発詣の 目的を意識することによって考え工夫 して表現すること

「野球 をしたいが人数が足 りない」 という場面 ・状況を設定することによ り、「今 、こ

こにいる相手 に野球 をしないか と誘いたい」 という発話の目的が明確 にな る。第1学 年

の活動では、1'dlikeyoutoplaybaseballwithme.やWillyouplaybaseballwith

me?の ような表現は使えないが、既習事項 に基づき、考え表現 を工夫すれば、Ken,

let'splaybaseball.な どと発話を発展 させる ことがで きる。その際は相手の様子 をうか

がいなが ら丁寧 に頼 む態度が必要だという こともわか る。その結果、誘 いを断 られた際

は、That'sOK.Haveanioeday.Good-bye.な どと言って別れ、また別の人を探せば

良いという考 えが働 く。あるいは、「もう、いいや。家でテ レビを見るよ」Ol1,no.I

watchTVathome.つ ま り 「野球 をするのはもういいや」 という展開も考 え られる。

相手の気持ちや 目的 を推測 した り、相手 に応 じて話題を選ぷ ということが大切で あ り、

コミュニケーシ ョン活動の中で生徒 に相手や周 囲の状況を常に意識させてい くべ きであ

る。その ことによ り、生徒が自ら考え表現する活動が広がると考える。

イ 発話で 自分が何 を言 うか分か らな い時や困 った時 にさらに展開 し解決 してい くこと

相手の言 っている ことが理解できない時にもう一度聞 き返 した り、内容 を確認 した りす

ることは具体的 に話す場面では必要不可欠である。YeslNoで 簡単に答え られ る質問

を尋ね られて、相手の言 ってることが理解 できず困るような時で も、あま り考え込まず

に、rmsorry,butIdon'tknow.と 言 って会話を続けてい くことができる。 ところが、

授業の中で このよ うな表現が生徒 に定着 していな いことが多い。生徒は1つ の単語が理

解できなかった りするだけで、次の会話に進めな くなる例は少なくない。

Doyoulikecarrots?と 質問されて、【carrots】とい う単語が理解できないで困ってい

る場面があるとする。しか しそんな場面であって も、Carrots?What?と 聞けば、次

の発話へ とつなが るのだ ということを指導する必要があるとともに、困った時で も考 え

て何か言い、その ことによって切 り抜けてい く習慣 を身につけさせたい。

ウ 教師が設定 した条件の中で生徒が考えた り表現 した りすること

コミュニケー シ ョンを重視する活動をさせる時、次のような条件を設定す る ことによ

り、生徒は 自分 の伝えたいことをどう表現すればよいのか悩みなが らもお互 い何 とか し

ようと考 え、工夫 し努力する。

① 日本語 をできる限 り使わないようにする。

② アイ コンタク トをする。

③ ジェスチャー を入れる。

④ 相づちを必ず入れる。

⑤ 誰とで も質問 し合 う。

その際、多少表現が文法的に正 しくな くて も、適切な単語がうまく出て こなくて も気

にしなくてよいという条件 を付け加えることによ り、生徒は 「伝え合 う」 ということを

真剣に考え、積極的に活動 しようとする。
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(3)自 ら考え、表現する力を身 につけさせるための様 々な指導 とその工夫例

場面 ・状況、条件を設定 した中で生徒に 自ら考え表現する力を育成す るための指導は様々

であると考 える。以下のように、試み として分類 した ものを示す。

ア 活動の種類 と指導の工夫

(ア)あ いさつなど日常的によく用いる表現 に慣れる活動

・授業の最初 に行 うQ&A・ 外国人講師 との英会話面接

→ 明るく、てきぱきと取 り組むよう促す。相手の反応や答えを楽 しむ ことが大切なので

教師 も同 じ立場で生徒 と共 に楽 しむ。ア ドリブやジェスチャーを入れ発話をつなげてい

けるよう指導する。

(イ)自 ら考え工夫 して紹介 した り、説明や意見 を言 う活動

→ 題材選び、表現の工夫 を前もって指導する。実物や写真を見せた り、ジェスチャーや

アイコンタク トの大切 さを説いて説得力ある表現へ と導 く。

(ウ)集 団の中で考え発話をする活動例

①Charades

クラスを2つ に分 け、生徒を1人 指名して前 に来ても らう。その生徒に1つ の動詞を

小さな声で伝え、その動作 を実演 して もらう。最初 に分かったチームに得点が入 る。

QJeopardy

黒板 に次のような表を書 く。

Fruit Sports Animals Body

10

30

50

チーム または個人の対戦とす る。生徒は1つ の部門と点数を選ぷ。そして、そ こに隠

された質問に答える。(点 数が高いほど、質問は難 しくなる)正 しく答え られれば、そ

の枠 にチーム名または個人の名前が書かれる。全部の質問が終 了した ところで得点の高
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いチ ー ムが勝 ち とな る。

Q3SentenceChain

生徒 は輪 にな って座 る。1人 の生徒 が1語 か1文 を言 う。 次 の生 徒 は前 の人 が言 った

こ とに、 も う1語 か1文 を追 加 して 言 う。

(例)IlikeapPles.

Ilikeapplesandbananas.

●Shiritori

生徒 は輪 にな って 座 る。 最初 の 生徒が 例 え ばappleと 言 う。次 の 生徒 はそ の単 語 の

最後 の文 字 で始 まる単 語 を言 う。例 えばegg。 次 の生徒 もgirlと いった よ うに続 けて

い く。

Q5What'sMissing?

テー ブ ル の上 に8枚 か ら10枚 の単 語や絵 の描 か れ た カー ドを表 向 きに して ば らま

く。 生徒 に 目をつぶ るよ うに指示 し、1枚 か ら4枚 のカ ー ドを取 り除 く。 生徒 が 目を開 け

た時 、何 がな くな っ て い るか を尋ね 、 な くな っ たカ ー ドを言 わ せ る。

OSpellingGame

黒板 に1つ の 名前 や単 語 を書 き、チ ーム また は個 人で そ の 中に使 われ て い るアル フ ァ

ベ ッ トを使 って、 で き るだ け多 くの語 を作 らせ る。

(例)BradPitt=bat,rat,bad等

⑦PasstheSecret

単 語 また は文 を選 ぶ 。1人 の 生徒 にそ の語 ま たは文 を小 さな 声で 伝 え る。 そ の 生徒 は

聞 い こ とを次 の 人 に小 さな声 で また伝 える。次 々 と伝 達 して いき 、最後 の 生徒 が 聞 いた

ことを声 を 出 して 発表 す る。学 習状 況 に合わ せ 、内容 や 難 易度 に変 化 も持 たせ る。

⑧What(Who)aml?

チー ム また は個 人 の対 戦 とす る。そ れぞ れ に絵 また は名 前 の書か れ たカ ー ドを配 る。

自分 の方 に配 られ た カー ドが 何(誰)な のか を見 な いで 、相 手 に質 問 しな が ら当て る。

【実践事例①】オセロゲームを使用 し、実践的コミュニケーションにつながる発話を促す

活動例

〈ね らい〉

① ゲーム として楽 しみなが ら会話をする。

② 既習の表現や英文を使い、会話を続けられるようにする。

③ 実際に 日常で行 われ る会話 に近 い状況を設定 し、 自由に会話 をさせることで、 自己表

現力や会話を続 ける力を身につけることができるよ うにする。

〈本事例における発話を促す工夫〉

① 小グループでの活動にすることで、発音等の間違いを気にせず会話ができる環境を設
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定する。

② オセ ロを使用す ることで、ゲーム として気軽 に会話ができる。

③ 生徒が 自主的に話す という意識を高めるため、生徒 自身が話す トピックを選ぶ。

④ 教科書で学習するものを中心 に、つなぎ言葉や相づち、基本的な疑問文 ・答 え方など

は事前 に生徒に練習させてお く。活動中もそれ らを黒板に掲示し、会話に詰 まった時、

あるいは英語で会話を続けることの難 しい生徒が、それを見て会話 を続 け られ るように

する。

⑤ 会話 を続けやす くするため、必ず相手チームに質問を返す。

⑥ 全員が会話に参加できるように、交替で会話をつなげていく。

⑦ 自然な会話の流れであれば、最初に決めた トピックか ら離れてしまって もよい ことと

す る。

⑧ 机間指導 を通 して、活動 を支援す るような助言を行 う。

〈本事例 における発話を促す工夫〉

① クラスを4人 ～6人 のグループに分け、更にそのグルー プを白と黒の2チ ームに分 け

る。

② 各グルー プにオセロを1つ ずっ配 り、盤の半分 に白、 もう半分に黒を並べるように指

示をする。

③ 誰か ら始めるのか を決め、あ らか じめ決め られた中か ら トピックを選ぶ。

④1つ 英文 を言うごとに相手チームのコマを1つ ひっく り返 し、自分のチームの色 に変

える ことができる。最後は必ず相手チーム に質問を投 げかけて終 り、相手チーム に交替

する。

⑤ 次の生徒は前の生徒の質問に答 えてか ら、自分の話 したい文を加える。

⑥ これ を繰 り返 し、時間がきた所でオセ ロの色の多いチームが勝ちとなる。

〈指導例〉(授 業の始めにおける10分 程度のウォーム アップとして)

生徒の活動 教師の活動 評価の観点 指導上の留意点

・グルー プ を作 る。 ・各 グルー プ にオセ ・あ まり時 間をかず に

・オ セ ロの コマ を 白黒 ロを配布す る。 グループが作 られ る

半分ずつ になるように ように配慮す る。

並 べ る。 ・ひ とりず つ言 うよう

・先攻後攻、誰か ら始 に させ る。

めるのかを決める。

・準備ができた ら始め ・机 間 指 導 を し、 そ ・会話 を続 ける努力 ・座 席 表 を 工 夫 し、記

る 。 れそ れ の グル ー プ をしているか? 録ができる欄を設
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・必ず質問文 を会話 の最 に助言 をす る。 ま
・会話 を理解 してい

け 、 気 づ いた こ と、

後 に言い、白チームか た、他 の 生徒 の参 るか? 他の生徒の参考 とな

ら黒 チー ムへ 、黒 チ ー 考 になるような会 ・発達段階に合 った るような会話を記録

ムか ら白チー ムへ と会 話を記録する。 単語や文法を使っ して お く。

話をつなげる。 ているか?

・会話を終 了 し
、 自分の ・生徒の活動状況 を ・楽 しみなが ら会話 ・生徒が勝 負だけにご

チームのコマ を数え 見 な が ら、時 間 に をす ることがで き だわ らないよ うに配

る。コマの数が多 いチ な っ た ら終 了 し、 たか? 慮 をする。

一ム の勝 ち とす る
。 コマ の数 を数 え る

ように指示 をす

る 。

・参考 となる会話が

あれば、生徒 に紹

介す る。

〈具体的な会話の例及び展開(オ セロのコマの数は省略してある。)〉

動物をトピックとした例 ○○○○○○

●●●●●●

○(S1)

・(sa)

O(S3)

Ilikedogs.

Doyoulikedogs?

Yes,Ido.

Ihaveapet.

Howaboutyou?

Ihaveapet,too.

Itisacat.

Sheisveryold.

SheisTama.

Doyoulikecats?

最初は黒白半分ずつに並べる。

000000

●●●●○○

白チームが2文 言えたので、黒が2つ 白になる。

○○○○○●

●●●●●●

黒チームが3文 言えたので、白が3つ 黒になる。

00000・

00000・

白チームが5文 言えたので、黒が5つ 白になる。

以下同様に続 いて行 く。

〈本活動の考察〉

・ 授業の最後 によい会話例などを生徒に紹介す ることで
、 自分たちの会話 を取 り上げ ら

れた生徒は励み とな ったようだ。またそれ らを参考 にし、以後の授業の活動で積極的に

使用 している生徒の姿がみ られた。
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・ 相づちや、We皿 …letmesee… な どの会話をつなげる言葉を事前 に生徒に練習させ

てお くことで、英語に対す る興味 ・関心の強い生徒だけではな く、英語の苦手な生徒 も

友達 の助言を受 けなが ら、それ らを活用 していた。

・ 課題 として は、教師が常 に会話の状況を把握 できるわけではないので、文法的 に間違

った英語 を話 していても、必ず しもそれを直す ことができな いという点が挙げ られる。

しか し、この活動の目標は正確な英語を話す ことではな く、既習の英語 を使用 し、会話

を続 けることに慣れ ることが目標であるので、生徒の誤 りを正す ことに とらわれな くて

もよいものと考える。

・ 指導を重ね、会話の時間を長 くした り、 グループを徐 々に小さくしていくことで、最

終的 には1対1で 会話を続けることも可能になると思われる。そ して英語でのコミュニ

ケー ションに対 して 自信 をもち、意欲 も高まると考 える。

【実践事例②】実際の言語活動や自己表現を意識 した活動例

〈ね らい〉

① 自分が選んだ トピックについて英語で説明する。

② 英語で伝える ことができたという満足感や成就感 をもたせ、speechやchat等 、様々

な自己表現活動につなげていく。

③ALTに 日本の文化 を紹介す ることによ り自国の文化 について理解 を深めた り、異文

化 との交流 を図る。

〈本事例 における発話をうながす工夫〉

① ペアで行 うことで、協力 し合って発表で きるよ うにする。

② 会話形式でさ らに暗唱 して説明す ることで、実際の会話 に近 い自然な発表ができるよ

うにする。

③ 発表内容につ いて理解 を深 めた り会話運用能力 を試せ るよ う、発表後、ALTか らの

英語の質問 に各 自が答える。

〈方法〉

① 本事例 を効果的に行 うためのイ ンプッ トの指導。既習の言語材料を使った文 につ いて

復習する。

②ALTに 日本の文化 を紹介する という設定で、ペア ごとに自由に トピックを決め させ

る。クラスで トピックが重な らないよう決 まったペアか ら黒板に貼った用紙 に書き込ま

せ る。

③ 簡単 な説明文を作 らせ る。ペアで活動させ ることを生か し、聞き手が理解 しやす いよ

う会話形式で説明を進めさせる。

④ 英文の原稿は生徒 自身の英文を生か しなが ら教師が添削 し、イラス トと共に清書させ
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る。

⑤ 各ペアに、実物を用いて分か りやす く英語で発表できるよ う練習や打ち合わせ をさせ

る。

⑥ALTと クラス全員の前で発表後、ALTか ら質問をして もらい、生徒 は英語で答える。

⑦ 聞き手 と教師、ALTが それぞれ評価する。声の大きさ、内容の分か りやす さ、Q&

Aの や り取 り等を総合 して4段 階で評価す る。

〈生徒の対話例とALTに よる質問と応答例〉

S1:IwillintroduceDoraemon.(ド ラ エ モ ン の 絵 を 見 せ る)

Heisveryfamous.

S2:Doraemon?1血ke1血iverymuch.

Sl:It'sarobot.Heisfromthe22"century.

Hehasmanythingsinhispocket.

S2:0h,IwantafriendlikeDoraemon!

ALT:WhenwasDoraemonborn?

HewasbomonSeptember3"in2112.

ALT:Whatkindoftoolsdoeshehaveinhispocket?

Forexample,takekoputaanddokodemodoa...(絵 を 見 せ る)

〈本活動の考察〉

・ ペアによる掛 け合い形式で進め ることで、実際の会話に近い 自然な形で分か りやすい

発表 となった。また、発表の際、各 自の役割 ・責任が明確 になっているので全員が積極

的に取 り組め、評価 もしやすかった。

・ このよ うな活動では事前の準備が大切だと思われる。①聞いて分か るような内容 にす

る こと、②聞き手 に分かって もらえるような発表の仕方にすること ③ 聞き手に聞き方

と評価の仕方 について指導すること。 この3点 について事前に確認す ることで、身振 り

やアイ コンタク トを意識 した り、実物や黒板を効果的 に使 うなど多 くの工夫が見 られ説

得 力のある発表が見 られた。

・ 発表後にALTか らの質問を して もらうことは非常に効果的であった
。質問によ り、

トピックの内容 も深 まり、発表会 も活性化 した。ALTが 自国の文化や習慣 について説

明す るというように発展することもあ り、お互 いの文化 を理解 し合 う場面 も多 く見 られ

た。ALTが いない時で も、教師 または聞き手の中か ら質問をすることもできる。

・ 本事例では、自己評価 に加えて全員が活動に参加できるように聞き手全員に発表者の

良い点を評価 をさせた。ただ、場の雰囲気が盛 り上がれば良い評価につなが りやすいの

が現状であるので、あらか じめ評価項 目について説明 してお くことが必要で ある。
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【実践事例③】指令カー ドを使って、 具体的な場面や状況、条件を設定 した活動例

日本語または英語で書かれた指令カー ドに従 って、自分の 目的や要求 を相手 に英語で伝 え

るものである。

〈ね らい〉

① 様々な場面や状況 に応 じて、生徒が適切 に瞬時 に英語で対応できるようにする。

②ALTの 協力によって、生徒は実際に英語で意見や考 えを伝 えな くて はいけない状況

にな り、緊張感 をもって活動できるようにする。

〈方法〉

① 指令カー ドを用意す る。

(例)<指 令カー ド1>

あなたは友達の誕生 日会に行 くことにな りま した。○○デパー トに行き、プ

レゼ ン トを買 うために店員 さん に話 しか けます。

【注】場合 によっては、<指 令カー ド1>に 対応するカー ドを用意 しておき、相手に

その立場だけ(店 の店員であること)を 明示 しておいて もよい。

<指 令カー ド2>

あなたはおもちゃ屋さんの店員です。クマのぬいぐるみを売って ください。

【注】 この時、ぬいぐるみを用意 しておいて もよい。

<指 令カー ド3>

今 日、 あな た は体調 が あ ま り良 くな いよ うです 。 先 生に今 の状況 を言 って 、

家 に帰 る ことを伝 え ま しょ う。

※ お腹 が痛 いlhaveastomachache家 に帰 る:gohome

【注】難 しい表現は注釈 をつけた り、英語 と日本語の両方で指令 を出し、そ の中に使

われている語句な どをヒン トに質問できるような工夫をする。

② 本事例を効果的 に行 うためのインプ ットの指導。
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Excuseme,but…/Myfriend'sbirthdayisApril3./Iwanttobuyabirthday

presentformyfriend./Howmuchisit?/1'lltakeit./Maylhelpyou?

TeddyBearispopular./Doyoulike血isone?/Ihaveastomachache./

Iwanttogohome.

③ クラス を4～6人 の グルー プに分 け、机 をつ けて座 らせ る・

④ 各 グル ー プ に 日本語 または英 語 で 書か れ た指令 カー ド(下 記 参 照)を8～12枚(1

人2枚 程 度)配 る。

⑤ グル ー プ ごとに1人1枚 ず つ カー ドを 引かせ 、 生徒 にそれ ぞれ の カ ー ドに書 か れた 指

令 を声 を 出 さず に見 て 、 自分 の置 かれ た状 況 とや らな けれ ば いけな い こと を確 認 す るよ

うに指示 を出す。 考 え る時間 を1、2分 設 ける。

⑥ 用意 が で きた ら、そ れぞ れ の グル ー プで1人 ず っ 、相手(隣 の 人 ・向 か い合 っ た人な

ど)を 決 めて 英語 で 話 しか ける よ う に伝 え る。相 手 は尋ね られ た こ とに英 語 で 答 えな け

れ ばな らな い。他 の人 は2人 が どんな 場面 に い るか を推測 しなが ら見 守 る。場合 によ り、

英 語 で助 けて あ げる こともで き る。

⑦ 質 問す る 人、質 問 され る人 を次 々 に交代 させ 、 全員 に発表 させ る。

⑧ 会 話 の途 中 につ な ぎ言葉 や相 づ ち 、 ジェス チ ャーな どを入れ る とさ らに効果 的 にな る

こ とな ども伝 えてお く。

⑨ALTと の 授 業で は英 語 で の返 答 や 聞 き返 しだ けで は な く、 話題 の転 換 な ど自 由な発

想 で取 り組 み 、ALTか ら生徒 にア ドバイ ス を して も らう。

〈配慮事項〉

・ 活動 を始める前にルールの説明を しっか りとし、積極的に取 り組めるような雰囲気 を

つ くる。

・ 生徒の状況(個 々の生徒の特性、対人関係等)に 配慮 しなが ら、机間指導を し、随時

適 切に助言をする。

・ いくつかの活動例 をクラスで紹介する。

(4)発 話を促すような指導事例

っなぎ言葉 ・相づちなどの表現

例えば生徒に起床 した時間 を尋ねる時、その答 えに対 して生徒が相づちを打っように指示

をしてお く。あ らか じめ以下の表現 を指導 してお く。

つ り
Metoo./Real1?/Itstoolate./Itstooearl.

T:WhattimedidyougetuplastSunday,Yumi?

S1:Igotupatseven.

(Me,too.11t'stooearly.等)

T:Howaboutyou,Hiroshi?

S2:Igotupattenthirty.

(Really1/1t'stoolate.等)
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その他の表現

That'sgreat.fIsee./Right./Letmesee./0fcourse./That'stoobad./Sure./

Idoガtthinkso./Ithinkso./Iagreewithyou.!Pardon?/Excuseme?/

Pleasesayitagain./1'msorry.Ididn'tcatchthat./Couldyourepeatthat?/

Pleaseexplain./Whatdoyoumean?/Idon'tunderstand./Uh-huh./

1can'tbelieveit./Couldyouexplainitinadifferentway?/Doesthismean…?/

Well,maybe…./Well.Um…./Ohyeah?/Soundsnice,great,wonderful.J

I'msorrytohearthat./Ithinkthat'sagoodpoint./Wow!/Unbelievable!

Whathappened?/Isthatso?/Sorry,but…./Allright./Ok,pleasecontinue…./

Idon'tknow./Howaboutyou2/OK./Good./Why?/That'sright./

V研 究の成果と今後の課題

本研究部会では2つ の分科会 に分かれ、実践的コ ミュニケー ション能力 を身につけさせるた

めの指導法 の工夫 について研究 を進めた。

第1分 科会 は、発話につながる言語材料 を習得させ る指導 の工夫 について研究 した。

コミュニケー ション活動等で生徒の発話 を促すには、必要な語 ・連語等 の十分 な習得が不 可

欠である。イ ンプッ トが不十分であれ ば、 コミュニケーション活動の成功は望 めない。本研究

で は、コミュニケー ション活動の直前に行 う集中的なインプッ トのみな らず、数時間先 に行 う

活動 を見通 して、必要な語 ・連語等を継続的にイ ンプ ッ トを行 う方法 について も検討 し、生徒

が語 ・連語 の使用 に負担 を感 じずに発話 を行 えるよ うな指導の工夫 を目指 した。そ の結果、機

械的 に行 いがちなイ ンプ ッ トの方法に様 々な工夫を加 える ことが、生徒の発話 を促す上で重要

で あることが明確 になってきた。

第2分 科会 は、 自ら考 え表現できる力 を育てるため、様 々な場面 ・状況、条件 を設定 した指

導法の工夫 を試みた。その中で、相手の気持 ち ・立場等 に応 じて様 々な表現 がで きた り、会 話

をっなげて い くことができることを確認 した。 この指導の過程にお いては、第1分 科会で取 り

組んだ語や連語等の習得が重要にな り、それを活用 して いく授業展開が必 要である ことが分 か

った。語 いの習得をよ り効果的にす るには、イ ンプ ッ トの目的を明確 に示 し、活用す る機会 を

多 く与え、生徒 に達成感 をもたせ る ことが必 要である。今回、実践 した事例 は発話 を促す指導

法のひ とつで あ り、生徒が意欲的に発話 を増や し、会話 を発展させ ることができるということ

が授業研究等 を通 して明 らか になった。

今後 の課題 として、年間指導計画の中でコミュニケー ション活動、およびそれ を支えるイン

プッ トの計画 をしっか りと位置づ けることがあげ られ る。 さらに、イ ンプ ッ トとコミュニケー

ション活動 を有機 的に関連づける ことが必要 である。
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